
 
平成 21 年 5月 28 日 

各 位 

会 社 名  大和自動車交通株式会社 

代表者名  取締役社長 新倉 能文 

（コード番号 9082 東証第 2 部） 

問合せ先  経 理 部 長 加藤雄二郎 

（TEL． 03 － 3564－ 4954 ） 

（再訂正・数値データ訂正あり）平成 21 年 3 月期決算短信の一部訂正について 

平成 21 年 5 月 15 日および 22 日に公表いたしました「平成 21 年 3 月期決算短信」と「（訂正・数値デ

ータ訂正あり）平成 21 年 3 月期決算短信の一部訂正について」の記載内容に誤りがありましたので訂正

いたします。なお、念のため訂正後の決算短信を添付いたします。 

記 

１. 訂正理由 
今回、新たに発見しました個別決算の消費税集計誤りを訂正するものであります。 

２. 訂正事項及び訂正箇所 なお、訂正箇所は  を付して表示しております。 
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1.21 年 3 月期の連結業績（平成 20年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日） 

(1)連結経営成績 

（訂正前） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期 25,384 △6.1 △277 ― △736 ― △383 ― 
20年３月期 27,044 1.0 233 △63.4 △153 △161.2 △114 △137.3 

  

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
    １株当たり
    当期純利益

自己資本 
当期純利益率

総資産 
    経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％
21年３月期 △38 09 ― △21.1 △3.9 △1.1 
20年３月期 △10 96 ― △4.7 △0.8 0.9 

（訂正後） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期 25,384 △6.1 △298 ― △758 ― △395 ― 
20年３月期 27,044 1.0 233 △63.4 △153 △161.2 △114 △137.3 

 

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後
    １株当たり
    当期純利益

自己資本 
当期純利益率

総資産 
    経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％
21年３月期 △39 28 ― △21.9 △4.0 △1.2 
20年３月期 △10 96 ― △4.7 △0.8 0.9 

(2)連結財政状態 

（訂正前） 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
 百万円 百万円 ％ 円 銭

21年３月期 18,154 1,490 7.9 143 01 
20年３月期 19,542 2,264 11.3 209 90 

（訂正後） 
 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭
21年３月期 18,154 1,477 7.8 141 80 
20年３月期 19,542 2,264 11.3 209 90 
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(参考) 個別業績の概要 

1.21 年３月期の個別業績（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

(1) 個別経営成績                        (％表示は対前期増減率) 

（訂正前）  
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
21年３月期 14,993 △5.2 △112 ― △465 ― △230 ― 
20年３月期 15,816 △0.0 334 △13.2 0 △98.9 115 △44.1 

 

 １株当たり当期純利
益 

潜在株式調整後 
    １株当たり当期

純利益 
 円 銭 円 銭

21年３月期 △22 92  - 
20年３月期 10 98  - 

（訂正後） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期 14,993 △5.2 △134 ― △487 ― △242 ― 
20年３月期 15,816 △0.0 334 △13.2 0 △98.9 115 △44.1 

 

 １株当たり当期純利
益 

潜在株式調整後 
    １株当たり当期

純利益 
 円 銭 円 銭

21年３月期 △24 11  - 
20年３月期 10 98  - 

 

(2) 個別財政状態 

（訂正前） 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭
21年３月期 15,555 2,702 17.3 271 02 

20年３月期 16,897 3,266 19.3 311 85 

（参考）自己資本  21 年 3 月期 2,702 百万円  20 年 3 月期 3,266 百万円 

（訂正後） 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭
21年３月期 15,555 2,690 17.3 269 81 

20年３月期 16,897 3,266 19.3 311 85 

（参考）自己資本  21 年 3 月期 2,690 百万円  20 年 3 月期 3,266 百万円 
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１. 経営成績 

(1)経営成績に関する分析 

(訂正前) 

ハイヤー・タクシー業界は、さらなる法人需要の減少、規制緩和による競争の激化など厳しい環境の

もとにありました。このような情勢のもと、当社は安全輸送への努力と利用者のニーズに対応しグルー

プ内の主要タクシー事業所が AA ランクの格付け（事業者評価制度）及びグループ内の全事業所でグリー

ン経営認証（環境対応度評価制度）を維持し、各般にわたり積極的な営業に努めましたが、雇用情勢の

悪化や物価高騰による個人消費の低迷、得意先企業の経費削減の影響により、当連結会計年度の総売上

高は 25,384 百万円と前年同期比 6.1％の減収となりました。経費面では、タイヤ等資材価格の上昇や償

却費等が増加しておりますが、燃料単価は減少傾向にあり、その他諸経費の節減に努め、経費全体では

前年同期比 1,149 百万円（4.3％）減少しましたが、営業損失は 277 百万円（前年同期比 511 百万円減）

となりました。営業外収益 99 百万円（前年同期比 25.5％減）、営業外費用 559 百万円（前年同期比 7.3％

増）を計上し経常損失は 736 百万円（前年同期比 583 百万円減）となり、大和本社ビル（中央区銀座）

売却等の特別利益1,252百万円と投資有価証券評価損等の特別損失326百万円を計上し当期純損失は383

百万円（前年同期比 268 百万円減）となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は、次の通りであります。 

①旅客自動車運送部門 

 旅客運送事業では、ハイヤー売上高は契約運賃改定効果が見られるものの得意先企業の経費節減

の影響から減少し、タクシー売上高はタクシー運賃改定が平成 19 年 12 月 3 日より実施されました

が、深夜時間帯割増率の減少、景気悪化による乗り控えが進行し、前年同期に比して 1,567 百万円

の減少となり、旅客自動車事業売上高は 19,312 百万円（前年同期比 7.5％減）、営業損失は 465 百

万円（前年同期比 640 百万円減）となりました。 

②不動産部門 
不動産事業では、立地条件に恵まれた賃貸ビルを保有しており、引き続きテナントの要望にそった施

設の改善に努め、中央区銀座に新たに賃貸マンションであるテラス銀座を平成 20 年 5 月に竣工しまし

た。テラス浦安（平成 20 年 2 月）に加えテラス銀座が寄与し、空室率の改善及び賃料改定効果により

不動産事業売上高は 1,112 百万円（前年同期比 15.4％増）、営業利益は 162 百万円（前年同期比 84 百

万円増）となりました。 

 (訂正後) 

ハイヤー・タクシー業界は、さらなる法人需要の減少、規制緩和による競争の激化など厳しい環境の

もとにありました。このような情勢のもと、当社は安全輸送への努力と利用者のニーズに対応しグルー

プ内の主要タクシー事業所が AA ランクの格付け（事業者評価制度）及びグループ内の全事業所でグリー

ン経営認証（環境対応度評価制度）を維持し、各般にわたり積極的な営業に努めましたが、雇用情勢の

悪化や物価高騰による個人消費の低迷、得意先企業の経費削減の影響により、当連結会計年度の総売上

高は 25,384 百万円と前年同期比 6.1％の減収となりました。経費面では、タイヤ等資材価格の上昇や償

却費等が増加しておりますが、燃料単価は減少傾向にあり、その他諸経費の節減に努め、経費全体では

前年同期比 1,128 百万円（4.2％）減少しましたが、営業損失は 298 百万円（前年同期比 532 百万円減）

となりました。営業外収益 99 百万円（前年同期比 25.5％減）、営業外費用 559 百万円（前年同期比 7.3％

増）を計上し経常損失は 758 百万円（前年同期比 605 百万円減）となり、大和本社ビル（中央区銀座）

売却等の特別利益1,252百万円と投資有価証券評価損等の特別損失326百万円を計上し当期純損失は395

百万円（前年同期比 280 百万円減）となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は、次の通りであります。 

①旅客自動車運送部門 

 旅客運送事業では、ハイヤー売上高は契約運賃改定効果が見られるものの得意先企業の経費節減

の影響から減少し、タクシー売上高はタクシー運賃改定が平成 19 年 12 月 3 日より実施されました

が、深夜時間帯割増率の減少、景気悪化による乗り控えが進行し、前年同期に比して 1,567 百万円

の減少となり、旅客自動車事業売上高は 19,312 百万円（前年同期比 7.5％減）、営業損失は 473 百

万円（前年同期比 647 百万円減）となりました。 

②不動産部門 
不動産事業では、立地条件に恵まれた賃貸ビルを保有しており、引き続きテナントの要望にそった施

設の改善に努め、中央区銀座に新たに賃貸マンションであるテラス銀座を平成20年 5月に竣工しました。

テラス浦安（平成 20 年 2月）に加えテラス銀座が寄与し、空室率の改善及び賃料改定効果により不動産

事業売上高は 1,112 百万円（前年同期比 15.4％増）、営業利益は 148 百万円（前年同期比 70 百万円増）

となりました。 

3



決算短信 4ページ 

(2)財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

（訂正前） 
（ロ）負債 

負債は前連結会計年度末に比べ流動負債が 142 百万円、固定負債が 471 百万円減少したこと

により、負債合計は 16,664 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 613 百万円の減少となり   

ました。これは前受金は増加しているものの、長期借入金が 636 百万円減少したことによるも

のであります。 

（ハ）純資産 

純資産は自己株式の取得及び当期純損失 383百万円を計上した影響もあり前連結会計年度末

に比べ 774 百万円減少の 1,490 百万円となりました。 

（訂正後） 
（ロ）負債 

負債は前連結会計年度末に比べ流動負債が 142 百万円、固定負債が 471 百万円減少したこと

により、負債合計は 16,676 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 601 百万円の減少となり   

ました。これは前受金は増加しているものの、長期借入金が 636 百万円減少したことによるも

のであります。 

（ハ）純資産 

純資産は自己株式の取得及び当期純損失 395百万円を計上した影響もあり前連結会計年度末

に比べ 786 百万円減少の 1,477 百万円となりました。 

②キャッシュフローの状況 
（訂正前） 

（ロ)投資活動によるキャッシュ・フロー 
当連結会計年度において投資活動による資金の収入は 1,368 百万円となっております。主た

る要因は、固定資産の売却による収入 2,040 百万円、投資有価証券の売却による収入 56 百万
円、固定資産の取得による支出 724 百万円であります。 

（訂正後） 
（ロ)投資活動によるキャッシュ・フロー 

当連結会計年度において投資活動による資金の収入は 1,368 百万円となっております。主た
る要因は、有形固定資産の売却による収入 2,040 百万円、投資有価証券の売却による収入 56
百万円、固定資産の取得による支出 724 百万円であります。 
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(5)継続企業の前提に関する重要事象等 

（訂正前） 

当社グループは、前連結会計年度において経常損失 153 百万円、当期純損失 114 百万円を計上し、

当連結会計年度におきましても、世界的な金融危機の影響による景気悪化から得意先企業の経費削

減の影響など、厳しい経営環境のもと、営業損失 277 百万円、経常損失 736 百万円、当期純損失 383

百万円を計上しました。 

（訂正後） 

当社グループは、前連結会計年度において経常損失 153 百万円、当期純損失 114 百万円を計上し、

当連結会計年度におきましても、世界的な金融危機の影響による景気悪化から得意先企業の経費削

減の影響など、厳しい経営環境のもと、営業損失 298 百万円、経常損失 758 百万円、当期純損失 395

百万円を計上しました。 
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4.【連結財務諸表】

　（1）【連結貸借対照表】

(単位：百万円)

（訂正前） （訂正後）

当連結会計年度
(平成21年３月31日)

当連結会計年度
(平成21年３月31日)

資産の部

（中略）

　投資その他の資産

（中略）

　　破産更生債権等 - 125

（中略）

　　その他 514 388

負債の部

　流動負債

（中略）

　　未払法人税等 114 104

　　未払消費税等 107 129

（中略）

　　流動負債合計 8,698 8,710

（中略）

　負債合計 16,664 16,676

純資産の部

　株主資本

（中略）

　　利益剰余金 1,173 1,161

（中略）

　　株主資本合計 1,437 1,425

（中略）

　純資産合計 1,490 1,477
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　（2）【連結損益計算書】

(単位：百万円)

（訂正前） （訂正後）

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)
（中略）

販売費及び一般管理費 1,770 1,791

営業利益 △277 △298

（中略）

経常損失(△) △736 △758

（中略）

税金等調整前当期純利益 189 167

法人税、住民税及び事業税 110 100

（中略）

法人税等合計 573 564

（中略）

当期純損失(△) △383 △395
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　（3）【連結株主資本等変動計算書】

(単位：百万円)

（訂正前） （訂正後）

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)
株主資本

（中略）

　利益剰余金

（中略）

　　当期変動額

（中略）

　　　当期純損失（△） △383 △395

（中略）

　　　当期変動額合計 △444 △456

　　当期末残高 1,173 1,161

（中略）

　株主資本合計

（中略）

　　当期変動額

（中略）

　　　当期純損失（△） △383 △395

（中略）

　　　当期変動額合計 △695 △707

　　当期末残高 1,437 1,425

（中略）

純資産合計

（中略）

　当期変動額

（中略）

　　当期純損失（△） △383 △395

（中略）

　　当期変動額合計 △774 △786

　当期末残高 1,490 1,477
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　（4）【連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：百万円)

（訂正前） （訂正後）

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日

　至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)
営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益 189 167

（中略）

　未払消費税等の増減額（△は減少） △11 10
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(5)【継続企業の前提に関する注記】 

（訂正前） 

当社グループは、前連結会計年度において経常損失 153 百万円、当期純損失 114 百万円を計上し、

当連結会計年度におきましても、世界的な金融危機の影響による景気悪化から得意先企業の経費削

減の影響など、厳しい経営環境のもと、営業損失 277 百万円、経常損失 736 百万円、当期純損失 383

百万円を計上しました。 

（訂正後） 

当社グループは、前連結会計年度において経常損失 153 百万円、当期純損失 114 百万円を計上し、

当連結会計年度におきましても、世界的な金融危機の影響による景気悪化から得意先企業の経費削

減の影響など、厳しい経営環境のもと、営業損失 298 百万円、経常損失 758 百万円、当期純損失 395

百万円を計上しました。 
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（7） その他連結財務諸表作成のための基本となる重 （7） その他連結財務諸表作成のための基本となる重

　　① 　消費税等の会計処理 　　① 　消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税抜方式によっておりま
す。

　　(6)【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】

（訂正前）

当連結会計年度

(自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日)

要な事項

（訂正後）

当連結会計年度

(自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日)

要な事項

消費税等の会計処理は税抜方式によっておりま
す。非課税売上の割合が5％超であるため、控除
対象外金額が生じますが、当該金額は販売費及び
一般管理費として処理しております。

9
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　　(セグメント情報)
　　【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）

旅客自動車 不動産事業 販売事業 その他事業 計 消去 連結

運送事業 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) 又は全社 (百万円)

(百万円) (百万円)

Ⅰ　売上高及び営業損益

　　売上高

(1) 外部顧客に対する

　　売上高

(2) セグメント間の内部

　　売上高又は振替高

　　計 19,412 1,207 6,298 526 27,444 (2,060) 25,384

　　営業費用 19,878 1,044 6,196 580 27,699 (2,038) 25,661

　　営業利益

　　又は営業損失(△)

Ⅱ　資産、減価償却費及び

　　資本的支出

　　資産 7,475 6,851 4,274 224 18,827 △672 18,154

　　減価償却費 220 216 129 24 590 ― 590

　　資本的支出 267 726 127 8 1,131 ― 1,131

（訂正後）

旅客自動車 不動産事業 販売事業 その他事業 計 消去 連結

運送事業 (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) 又は全社 (百万円)

(百万円) (百万円)

Ⅰ　売上高及び営業損益

　　売上高

(1) 外部顧客に対する

　　売上高

(2) セグメント間の内部

　　売上高又は振替高

　　計 19,412 1,207 6,298 526 27,444 (2,060) 25,384

　　営業費用 19,885 1,058 6,196 580 27,721 (2,038) 25,682

　　営業利益

　　又は営業損失(△)

Ⅱ　資産、減価償却費及び

　　資本的支出

　　資産 7,475 6,851 4,274 224 18,827 △672 18,154

　　減価償却費 220 216 129 24 590 ― 590

　　資本的支出 267 726 127 8 1,131 ― 1,131

― 25,38419,312 1,112 4,575

1,723 142

383 25,384

―

△465 162 102 △54 △254 △22 △277

99 94

　　当連結会計年度(自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日)

2,060 (2,060)

19,312 1,112 4,575 383 25,384 ― 25,384

99 94 1,723 142 2,060 (2,060) ―

△473 148 102 △54 △276 △22 △298
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　　(１株当り情報)

１株当たり純資産額 143円01銭 １株当たり純資産額 141円80銭

１株当たり当期純損失 38円09銭 １株当たり当期純損失 39円28銭
（中略） （中略）

　　　連結損益計算書上の当期純損失 383百万円 　　連結損益計算書上の当期純損失 395百万円
　　　普通株式に係る当期純損失 383百万円 　　普通株式に係る当期純損失 395百万円

　　　純資産の部の合計額 1,490百万円 　　純資産の部の合計額 1,477百万円

　　　普通株式に係る期末の 　　普通株式に係る期末の
　　　純資産額(百万円) 　　純資産額(百万円)

（訂正後）

（中略）

（中略）

２.１株当たり純資産額の算定上の基礎

1,414百万円

１.１株当たり当期純損失の算定上の基礎

（中略）

当連結会計年度
(自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日)

１.１株当たり当期純損失の算定上の基礎

（中略）

（中略）

２.１株当たり純資産額の算定上の基礎

1,426百万円

（中略）

（訂正前）
当連結会計年度

(自　平成20年４月１日

至　平成21年３月31日)

11
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5.【個別財務諸表】

　（1）【貸借対照表】

(単位：百万円)

（訂正前） （訂正後）

当事業年度
(平成21年３月31日)

当事業年度
(平成21年３月31日)

（中略）

負債の部

　流動負債

（中略）

　　未払法人税等 71 61

　　未払消費税等 57 79

（中略）

　　流動負債合計 6,556 6,568

（中略）

　負債合計 12,852 12,864

純資産の部

（中略）

　　　繰越利益剰余金 970 958

　　　利益剰余金合計 2,445 2,433

（中略）

　　株主資本合計 2,709 2,697

（中略）

　純資産合計 2,702 2,690

決算短信　40ページ

　（2）【損益計算書】

(単位：百万円)

（訂正前） （訂正後）

当事業年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)
（中略）

販売費及び一般管理費 851 872

営業利益又は営業損失（△） △112 △134

（中略）

経常利益又は経常損失（△） △465 △487

（中略）

特別損失

（中略）

税引前当期純利益 285 264

法人税、住民税及び事業税 94 85

（中略）

法人税等合計 516 506

当期純利益又は当期純損失（△） △230 △242
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　（3）【株主資本等変動計算書】

(単位：百万円)

（訂正前） （訂正後）

当事業年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)

当事業年度
(自 平成20年４月１日

　至 平成21年３月31日)
株主資本

（中略）

　利益剰余金

（中略）

　　　繰越利益剰余金

（中略）

　　　　当期変動額

（中略）

　　　　　当期純利益又は当期純損失（△） △230 △242

（中略）

　　　　　当期変動額合計 △291 △303

　　　　当期末残高 970 958

　　利益剰余金合計

（中略）

　　　当期変動額

（中略）

　　　　当期純利益又は当期純損失（△） △230 △242

（中略）

　　　　当期変動額合計 △291 △303

　　　当期末残高 2,445 2,433

（中略）

　株主資本合計

（中略）

　　当期変動額

（中略）

　　　当期純利益又は当期純損失（△） △230 △242

（中略）

　　　当期変動額合計 △543 △554

　　当期末残高 2,709 2,697

（中略）

純資産合計

（中略）

　当期変動額

（中略）

　　当期純利益又は当期純損失（△） △230 △242

（中略）

　　当期変動額合計 △563 △575

　当期末残高 2,702 2,690
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(4)【継続企業の前提に関する注記】 

（訂正前） 

当社は、前事業年度におきまして、世界的な金融危機の影響による景気悪化から得意先企業の経

費削減の影響など、厳しい経営環境のもと、営業損失 112 百万円、経常損失 465 百万円、当期純損

失 230 百万円を計上しました。 

（訂正後） 

当社は、前事業年度におきまして、世界的な金融危機の影響による景気悪化から得意先企業の経

費削減の影響など、厳しい経営環境のもと、営業損失 134 百万円、経常損失 487 百万円、当期純損

失 242 百万円を計上しました。 

以上 
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上場会社名 大和自動車交通株式会社 上場取引所 東 
コード番号 9082 URL http://www.daiwaj.com/
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 新倉 能文
問合せ先責任者 （役職名） 経理部長 （氏名） 加藤 雄二郎 TEL 03-3564-4954
定時株主総会開催予定日 平成21年6月26日 配当支払開始予定日 平成21年6月29日
有価証券報告書提出予定日 平成21年6月26日

1.  21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 25,384 △6.1 △298 ― △758 ― △395 ―
20年3月期 27,044 1.0 233 △63.4 △153 △161.2 △114 △137.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 △39.28 ― △21.9 △4.0 △1.2
20年3月期 △10.96 ― △4.7 △0.8 0.9

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  △14百万円 20年3月期  6百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 18,154 1,477 7.8 141.80
20年3月期 19,542 2,264 11.3 209.90

（参考） 自己資本   21年3月期  1,414百万円 20年3月期  2,198百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 △40 1,368 △1,235 1,305
20年3月期 △428 △708 173 1,213

2.  配当の状況 

 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 62 ― ―
21年3月期 ― 3.00 ― 1.50 4.50 44 ― ―
22年3月期 

（予想） ― 1.50 ― 1.50 3.00 ―

3.  22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

12,700 △3.8 △290 ― △470 ― 90 ― 8.95

通期 24,500 △3.8 △550 ― △910 ― 1,210 ― 120.32

大和自動車交通㈱（9082）　平成21年３月期決算短信（訂正後）
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

詳細は、23ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」及び24ページ「表示方法の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

１株当たり純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、35ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期 10,500,000株 20年3月期 10,500,000株
② 期末自己株式数 21年3月期  527,053株 20年3月期  24,581株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年3月期の個別業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 14,993 △5.2 △134 ― △487 ― △242 ―
20年3月期 15,816 △0.0 334 △13.2 0 △98.9 115 △44.1

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

21年3月期 △24.11 ―
20年3月期 10.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 15,555 2,690 17.3 269.81
20年3月期 16,897 3,266 19.3 311.85

（参考） 自己資本 21年3月期  2,690百万円 20年3月期  3,266百万円

2.  22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性が
あります。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間 7,500 △2.8 △70 ― △200 ― 250 ― 24.86

通期 14,300 △4.5 △150 ― △400 ― 1,870 ― 185.94

大和自動車交通㈱（9082）　平成21年３月期決算短信（訂正後）
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ハイヤー・タクシー業界は、さらなる法人需要の減少、規制緩和による競争の激化など厳しい環境のも
とにありました。このような情勢のもと、当社は安全輸送への努力と利用者のニーズに対応しグループ内
の主要タクシー事業所がAAランクの格付け（事業者評価制度）及びグループ内の全事業所でグリーン経営
認証（環境対応度評価制度）を維持し、各般にわたり積極的な営業に努めましたが、雇用情勢の悪化や物
価高騰による個人消費の低迷、得意先企業の経費削減の影響により、当連結会計年度の総売上高は25,384
百万円と前年同期比6.1％の減収となりました。経費面では、タイヤ等資材価格の上昇や償却費等が増加
しておりますが、燃料単価は減少傾向にあり、その他諸経費の節減に努め、経費全体では前年同期比
1,128百万円（4.2％）減少しましたが、営業損失は298百万円（前年同期比532百万円減）となりました。
営業外収益99百万円（前年同期比25.5％減）、営業外費用559百万円（前年同期比7.3％増）を計上し経常
損失は758百万円（前年同期比605百万円減）となり、大和本社ビル（中央区銀座）売却等の特別利益
1,252百万円と投資有価証券評価損等の特別損失326百万円を計上し当期純損失は395百万円（前年同期比
280百万円減）となりました。 
 事業の種類別セグメントの業績は、次の通りであります。 

①旅客自動車運送部門 

 旅客運送事業では、ハイヤー売上高は契約運賃改定効果が見られるものの得意先企業の経費節減の

影響から減少し、タクシー売上高はタクシー運賃改定が平成19年12月3日より実施されましたが、深

夜時間帯割増率の減少、景気悪化による乗り控えが進行し、前年同期に比して1,567百万円の減少と

なり、旅客自動車事業売上高は19,312百万円（前年同期比7.5％減）、営業損失は473百万円（前年同

期比647百万円減）となりました。 

②不動産部門 

 不動産事業では、立地条件に恵まれた賃貸ビルを保有しており、引き続きテナントの要望にそった

施設の改善に努め、中央区銀座に新たに賃貸マンションであるテラス銀座を平成20年5月に竣工しま

した。テラス浦安（平成20年2月）に加えテラス銀座が寄与し、空室率の改善及び賃料改定効果によ

り不動産事業売上高は1,112百万円（前年同期比15.4％増）、営業利益は148百万円（前年同期比70百

万円増）となりました。 

③販売部門 

 販売事業では、原油価格は期末に向けて下降してきたものの、依然として高水準といえ、ガソリン

及びＬＰＧ市況はより一層厳しい状況が続き販売価格への転嫁が進まない中、顧客へのきめ細かいサ

ービス提供に努めてまいりました。金属製品製造販売は、資材価格高騰があるものの社内生産効率の

向上とともに、ISO9001を継続取得し製品の品質向上をさらに進めております。その結果、販売事業

売上高は4,575百万円（前年同期比5.9％減）、営業利益は102百万円（前年同期比14百万円増）とな

りました。 

④その他部門 

 その他事業では、自動車教習事業は第２種免許教習増加により増収し、自動車整備事業は部品等の

管理を徹底するなど経費の削減に努め、その他事業売上高は383百万円（前年同期比13.3％増）、営

業損失は54百万円（前年同期比57百万円増）となりました。 

1. 経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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次期の見通しにつきましては、依然先行き厳しい経済状況が続き、企業収益や個人消費は低迷し、ハ

イヤー、タクシーへの法人および個人需要の大幅な回復は期待できず、厳しい状況が続くと考えており

ます。 

 当社グループといたしましては、「中期経営計画」を策定し実施していくことにより、事業の収益力

および財務体質を抜本的に改善し、景気変動に影響されない経営管理体制を確立してまいります。 

 また、営業面では、安全輸送、事故撲滅を推進し総合的な利用者サービスの向上に努めます。さら

に、環境対策としてはクリーン燃料であるＬＰガスの使用及び車両点検整備体制を推進してまいりま

す。  

  

(注) 売上高に消費税等は含まれておりません。  

  

①資産、負債及び純資産の状況 
 （イ）資産 
    当連結会計年度末の総資産は18,154百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,388百万円 
   の減少となりました。これは現金及び預金が47百万円増加した一方、受取手形及び売掛金の 
   減少、繰延税金資産の取崩があり、流動資産は833百万円減少となり、また本社売却による 
   減少、繰延税金資産の取崩により固定資産が555百万円減少したことによるものでありま 
   す。 
 （ロ）負債 
    負債は前連結会計年度末に比べ流動負債が142百万円、固定負債が471百万円減少したこと 
   により、負債合計は16,676百万円となり、前連結会計年度末に比べ601百万円の減少となり   
   ました。これは前受金は増加しているものの、長期借入金が636百万円減少したことによる 
   ものであります。 
 （ハ）純資産 
    純資産は自己株式の取得及び当期純損失395百万円を計上した影響もあり前連結会計年度 
   末に比べ786百万円減少の1,477百万円となりました。 
 ②キャッシュ・フローの状況 

    当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、長期借入金 

   の返済や有形固定資産の取得等により資金が流出したものの、固定資産の売却による収入、 

   長期借入による収入等により資金を取得し、前連結会計年度に比べ91百万円増加し、1,305百 

   万円となっております。 

  （イ）営業活動によるキャッシュ・フロー 

    当連結会計年度において営業活動による資金の支出は40百万円となりました。その主たる 

   要因は売上債権の減少による収入351百万円、仕入債務の減少による支出214百万円、未払消 

   費税等の減少による支出11百万円、法人税等の支払による支出90百万円であります。 

  （ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー 

    当連結会計年度において投資活動による資金の収入は1,368百万円となっております。主た 

   る要因は、有形固定資産の売却による収入2,040百万円、投資有価証券の売却による収入56百 

   万円、固定資産の取得による支出724百万円であります。 

  （ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー 

    当連結会計年度において財務活動による資金の支出は1,235百万円となっております。主た 

   る要因は、長期借入による収入3,603百万円、長期借入金の返済による支出4,880百万円、に 

   よるものであります。 
  

(2) 財政状態に関する分析
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当社は、株主に対し安定的かつ継続的な利益還元を行うことを基本としており、企業体質の改善、経

営基盤の強化をはかりながら業績に裏づけられた成果の配分を実施したいと考えております。従って、

利益配分の基本方針として配当は業績に応じて決定することを原則といたしております。 

 当社の剰余金の配当は、中間配当及び期末配当の年２回を基本的な方針としております。 

配当の決定機関は、中間配当は取締役会、期末配当は株主総会であります。 

 当事業年度の剰余金の配当につきましては、中間配当金１株あたり３円、期末配当金１株あたり１．

５円とし、年間４．５円を予定しております。 

 次期の配当は中間、期末ともに１．５円の年間３円を予定しています。また、内部留保資金につきま

しては、今後の設備投資等の資金需要に備えることといたします。 

 なお、当社は中間配当を行うことができる旨を定めております。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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決算短信に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影 
響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。  
 ① 一般的なリスク  
   当社は、国際・国内情勢の変化にともなう景気変動や物価変動等の事業上のリスクにさら 
  されており、それらリスクにより業績が左右されるおそれがあります。  
 ② 当社グループの事業の構成比について  
   また、当社、連結子会社および持分法適用会社において、旅客自動車運送事業がグループ 
  全体の売上高に占める割合は約75％であり、その大半を同事業に依存しております。当社、 
  旅客自動車運送事業を営む連結子会社、持分法適用会社につきましては、道路運送法、その 
  他関連法令等により事業内容が規定されており、それらの関連法令の改正により業績が左右 
  されることがあります。  
 ③ 労働力確保のリスク  
   旅客自動車運送事業においては、サービスの提供に乗務員の確保が不可欠であり、紹介制 
  度の充実、労働環境の整備・改善を通じて良質な乗務員の確保に努めております。乗務員確 
  保の状況によっては業績が左右されることがあります。  
 ④ 事故のリスク  
   旅客自動車運送事業においては、交通事故による賠償費が発生するリスクがあります。当 
  社、連結子会社および持分法適用会社においては、所属全車につき賠償保険及び任意保険に 
  加入し、事故関連費用の平坦化をはかるとともに、全社を挙げて安全運転、法令遵守を励行 
  し、交通事故の防止に努めております。  
 ⑤ 退職給付発生のリスク  
   旅客自動車運送事業においては、従業員の平均年齢が高いことなどにより、退職者が多く 
  発生し、一時に退職給付費用が発生するリスクがあります。当社、連結子会社および持分法 
  適用会社においては、労働環境の整備・改善を通じて定着率の向上に努めております。 
  
  

当社グループは、前連結会計年度において経常損失153百万円、当期純損失114百万円を計上し、当連
結会計年度におきましても、世界的な金融危機の影響による景気悪化から得意先企業の経費削減の影響
など、厳しい経営環境のもと、営業損失298百万円、経常損失758百万円、当期純損失395百万円を計上
しました。 
 当該状況により継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  
 当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の主旨による「中期経営計画」を策定し、平成21年度
より実施していく計画です。この計画実施により事業の収益力および財務体質を抜本的に改善してまい
る所存です。  
 しかし、「中期経営計画」における、資産の整理によるキャッシュ・フローの確保については、今日
の経済情勢に鑑み、現時点においては、継続企業の前提に関する不確実性が認められます。  
 当連結財務諸表及び当個別財務諸表は、継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑
義の影響を当連結財務諸表及び当個別財務諸表には反映しておりません。 

「中期経営計画」 

 １．計画期間 ３年間（平成21年4月～平成24年3月） 
  ２．計画概要 
   （１）計画の骨子 
    ・事業の選択と集中、主に中核事業であるハイヤー・タクシー事業における収益力強化と 
     合理化によるコスト削減 
    ・資産の整理および有効活用による有利子負債の圧縮、財務体質の改善・強化  
    ・上記改善施策の実行により債務償還年数の短縮、金融機関との安定的な取引関係の構 
     築 

(4) 事業等のリスク

(5)継続企業の前提に関する重要事象等
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当社の企業集団は、当社、連結子会社９社及び持分法適用関連会社１社で構成され、旅客自動車運送

事業、不動産事業、燃料・資材の販売事業を主な内容とし、更に各事業に関連する自動車整備、自動車

運転教習、自動車メーター機器の販売及び金属製品の製造販売等の事業活動を展開しております。 

 事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付け並びに事業の種類別セグメントとの関連は、

次のとおりであります。 

2. 企業集団の状況

区分 事業内容 主要な会社

旅客自動車運送事業

ハイヤー業、運行管理業 当社、リムジンハイヤー㈱  (会社総数 ２社)

タクシー業
当社、大和自動車㈱、大和交通㈱、大和タクシー
㈱、大和交通保谷㈱     (会社総数 ５社)

不動産事業
賃貸、売買、仲介、管理、
清掃業務等

当社、㈱スリーディ     (会社総数 ２社)

販売事業

燃料・資材販売 大和物産㈱         (会社総数 １社)

金属製品製造販売 大和工機㈱         (会社総数 １社)

自動車メーターの販売・修理 日本自動車メーター㈱    (会社総数 １社)

その他事業

自動車運転教習 ㈱大和自動車教習所     (会社総数 １社)

自動車整備 大和自動車㈱        (会社総数 １社)

福祉 ㈱スリーディ        (会社総数 １社)

大和自動車交通㈱（9082）　平成21年３月期決算短信（訂正後）

7



事業の系統図は次のとおりであります。 
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当社グループは、創業以来「和」の精神を企業理念として掲げ、顧客満足(ＣＳ)を第一に、営業の効

率化と原価意識の徹底により、増収増益をはかる組織体制と経営基盤の確立を目指し、旅客運送事業等

の運営により、社会発展に貢献することを経営の基本方針としております。 

当社グループは、収益力と財務体質の向上を経営目標とし、経常収益基盤の確立強化に努めるととも

に財務体質の改善を図ります。 

当社グループは、ハイヤー・タクシー部門の事業所を大型化する事により効率化をはかり、大口法人

得意先の需要を確保し安定した収支を確立するとともに、立地条件に恵まれた事業所の立体化利用によ

る収益基盤の確保をはかってまいります。 

3. 経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

(2) 目標とする経営指標

(3) 中長期的な会社の経営戦略
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4.【連結財務諸表】

(1)【連結貸借対照表】 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 ※1 1,433 ※1 1,481 

受取手形及び売掛金 2,143 1,762 

有価証券 20 0 

たな卸資産 216 － 

販売用不動産 － 47 

商品及び製品 － 30 

仕掛品 － 1 

原材料及び貯蔵品 － 70 

前払金 78 64 

前払費用 319 269 

繰延税金資産 106 13 

その他 367 113 

貸倒引当金 △9 △9 

流動資産合計 4,677 3,844 

固定資産 

有形固定資産 

車両運搬具 284 288 

減価償却累計額 156 186 

車両運搬具（純額） 128 102 

建物及び構築物 ※1 10,798 ※1 10,409 

減価償却累計額 ※1 5,987 ※1 5,702 

建物及び構築物（純額） ※1 4,810 ※1 4,707 

機械及び什器備品 2,072 2,040 

減価償却累計額 1,314 1,417 

機械及び什器備品（純額） 758 622 

土地 ※1 7,489 ※1 7,630 

リース資産 － 260 

減価償却累計額 － 31 

リース資産（純額） － 229 

建設仮勘定 253 113 

有形固定資産合計 13,440 13,405 

無形固定資産 

電話加入権 16 16 

電気通信施設利用権 24 21 

ソフトウエア 42 35 

その他 7 7 

無形固定資産合計 90 81 
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(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

投資その他の資産 

投資有価証券 ※1, ※2 661 ※1, ※2 330 

長期貸付金 12 36 

破産更生債権等 － 125 

繰延税金資産 378 176 

その他 385 388 

貸倒引当金 △103 △234 

投資その他の資産合計 1,334 822 

固定資産合計 14,865 14,309 

資産合計 19,542 18,154 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 1,006 792 

1年内償還予定の社債 120 20 

短期借入金 ※1 6,099 ※1 5,984 

リース債務 － 52 

未払金 225 65 

未払法人税等 95 104 

未払消費税等 133 129 

未払費用 621 641 

前受金 53 421 

賞与引当金 169 137 

その他 314 360 

流動負債合計 8,841 8,710 

固定負債 

社債 100 60 

長期借入金 ※1 6,349 ※1 5,713 

リース債務 － 191 

繰延税金負債 207 327 

退職給付引当金 697 641 

役員退職慰労引当金 125 132 

長期預り金 908 871 

負ののれん 48 26 

固定負債合計 8,437 7,965 

負債合計 17,278 16,676 
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(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成21年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 525 525 

資本剰余金 2 2 

利益剰余金 1,618 1,161 

自己株式 △13 △263 

株主資本合計 2,132 1,425 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 66 △11 

評価・換算差額等合計 66 △11 

少数株主持分 65 63 

純資産合計 2,264 1,477 

負債純資産合計 19,542 18,154 
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(2)【連結損益計算書】 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

売上高 27,044 25,384 

売上原価 ※1 25,191 ※1 23,890 

売上総利益 1,853 1,493 

販売費及び一般管理費 ※2 1,619 ※2 1,791 

営業利益又は営業損失（△） 233 △298 

営業外収益 

受取利息 7 8 

受取配当金 14 11 

負ののれん償却額 21 21 

持分法による投資利益 6 － 

還付金 17 － 

受取車検費用 － 21 

雑益 65 36 

営業外収益合計 133 99 

営業外費用 

支払利息 346 338 

退職給付費用 157 157 

持分法による投資損失 － 14 

雑損 16 48 

営業外費用合計 521 559 

経常損失（△） △153 △758 

特別利益 

投資有価証券売却益 185 － 

固定資産売却益 － 1,242 

事業損失引当金取崩額 226 － 

その他 9 10 

特別利益合計 421 1,252 

特別損失 

投資有価証券売却損 17 10 

投資有価証券評価損 3 143 

固定資産売却損 0 2 

固定資産除却損 ※3 31 ※3 5 

たな卸資産評価損 － 12 

事故賠償費 14 － 

リース解約違約金 4 24 

貸倒引当金繰入額 － 123 

役員退職慰労引当金繰入額 122 － 

その他 7 4 

特別損失合計 200 326 

税金等調整前当期純利益 67 167 

法人税、住民税及び事業税 84 100 

法人税等調整額 99 463 

法人税等合計 183 564 

少数株主損失（△） △1 △1 

当期純損失（△） △114 △395 
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(3)【連結株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本 

資本金 

前期末残高 525 525 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 525 525 

資本剰余金 

前期末残高 2 2 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 2 2 

利益剰余金 

前期末残高 1,795 1,618 

当期変動額 

剰余金の配当 △62 △61 

当期純損失（△） △114 △395 

自己株式の処分 － △0 

当期変動額合計 △177 △456 

当期末残高 1,618 1,161 

自己株式 

前期末残高 △11 △13 

当期変動額 

自己株式の取得 △1 △250 

自己株式の処分 － 0 

当期変動額合計 △1 △250 

当期末残高 △13 △263 

株主資本合計 

前期末残高 2,312 2,132 

当期変動額 

剰余金の配当 △62 △61 

当期純損失（△） △114 △395 

自己株式の取得 △1 △250 

自己株式の処分 － 0 

当期変動額合計 △179 △707 

当期末残高 2,132 1,425 
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(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 372 66 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△306 △77 

当期変動額合計 △306 △77 

当期末残高 66 △11 

少数株主持分 

前期末残高 80 65 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △14 △1 

当期変動額合計 △14 △1 

当期末残高 65 63 

純資産合計 

前期末残高 2,765 2,264 

当期変動額 

剰余金の配当 △62 △61 

当期純損失（△） △114 △395 

自己株式の取得 △1 △250 

自己株式の処分 － 0 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △320 △79 

当期変動額合計 △500 △786 

当期末残高 2,264 1,477 
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(4)【連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前当期純利益 67 167 

減価償却費 491 590 

負ののれん償却額 △21 △21 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 130 

賞与引当金の増減額（△は減少） △12 △31 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △112 △56 

事業損失引当金の増減額（△は減少） △231 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 125 6 

受取利息及び受取配当金 △22 △19 

支払利息 346 338 

持分法による投資損益（△は益） △6 14 

有形固定資産除却損 31 5 

有形固定資産売却損益（△は益） 0 △1,240 

投資有価証券売却損益（△は益） △168 10 

投資有価証券評価損益（△は益） 3 143 

ゴルフ会員権評価損 0 － 

売上債権の増減額（△は増加） △59 351 

未収入金の増減額（△は増加） △26 152 

たな卸資産の増減額（△は増加） △19 67 

前払費用の増減額（△は増加） 14 45 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △47 29 

前受金の増減額（△は減少） △12 15 

仕入債務の増減額（△は減少） △106 △214 

未払消費税等の増減額（△は減少） △6 10 

未払費用の増減額（△は減少） △24 23 

預り金の増減額（△は減少） △12 △33 

前受収益の増減額（△は減少） 4 △0 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △12 △3 

長期預り金の増減額（△は減少） 80 △36 

その他 △105 △79 

小計 157 367 

利息及び配当金の受取額 22 19 

利息の支払額 △345 △337 

法人税等の支払額 △263 △90 

営業活動によるキャッシュ・フロー △428 △40 
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(単位：百万円) 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の預入による支出 △310 △299 

定期預金の払戻による収入 456 343 

短期貸付けによる支出 △266 △283 

短期貸付金の回収による収入 268 264 

有価証券の償還による収入 60 20 

有形固定資産の取得による支出 △1,146 △724 

有形固定資産の売却による収入 2 2,040 

長期貸付けによる支出 △0 △26 

長期貸付金の回収による収入 1 2 

投資有価証券の取得による支出 △120 △19 

投資有価証券の売却による収入 334 56 

差入保証金の差入による支出 △3 △50 

差入保証金の回収による収入 5 54 

子会社株式の取得による支出 △2 △0 

その他の支出 △16 △15 

その他の収入 29 6 

投資活動によるキャッシュ・フロー △708 1,368 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の純増減額（△は減少） 973 525 

長期借入れによる収入 3,147 3,603 

長期借入金の返済による支出 △3,832 △4,880 

社債の発行による収入 100 － 

社債の償還による支出 △150 △140 

自己株式の取得による支出 △1 △250 

自己株式の売却による収入 － 0 

リース債務の返済による支出 － △30 

配当金の支払額 △62 △62 

財務活動によるキャッシュ・フロー 173 △1,235 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △964 91 

現金及び現金同等物の期首残高 2,177 1,213 

現金及び現金同等物の期末残高 1,213 1,305 
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当社グループは、前連結会計年度において経常損失153百万円、当期純損失114百万円を計上し、当連

結会計年度におきましても、世界的な金融危機の影響による景気悪化から得意先企業の経費削減の影響

など、厳しい経営環境のもと、営業損失298百万円、経常損失758百万円、当期純損失395百万円を計上

しました。  

 当該状況により継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

 当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の主旨による「中期経営計画」を策定し、平成21年度

より実施していく計画です。この計画実施により事業の収益力および財務体質を抜本的に改善してまい

る所存です。  

 しかし、「中期経営計画」における、資産の整理によるキャッシュ・フローの確保については、今日

の経済情勢に鑑み、現時点においては、継続企業の前提に関する不確実性が認められます。 

 当連結財務諸表は、継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を当連結財

務諸表には反映しておりません。  

「中期経営計画」  

１．計画期間 ３年間（平成21年4月～平成24年3月）  

２．計画書概要  

 （１）計画の骨子 

   ・事業の選択と集中、主に中核事業であるハイヤー・タクシー事業における収益力強化と合 

    理化によるコスト削減  

   ・資産の整理および有効活用による有利子負債の圧縮、財務体質の改善・強化  

   ・上記改善施策の実行により債務償還年数の短縮、金融機関との安定的な取引関係の構築 

(5)【継続企業の前提に関する注記】
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(6)【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】

項目

前連結会計年度

(自 平成19年４月１日

至 平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自 平成20年４月１日

至 平成21年３月31日)

１ 連結の範囲に関する事項 子会社９社は全て連結されておりま

す。連結子会社名は、「２ 企業集団

の状況」に記載しているため省略して

おります。

同左

２ 持分法の適用に関する事

項

持分法適用関連会社数 １社 

会社名 

 リムジンハイヤー㈱

同左

３ 連結子会社の事業年度に

関する事項

連結子会社の決算期は、連結財務諸表

提出会社の決算期に一致しておりま

す。

同左

４ 会計処理基準に関する事

項

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

  その他有価証券

  時価のあるもの

   決算期末日の市場価格等に基づ

く時価法(評価差額は全部純資

産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定)

  時価のないもの

   移動平均法による原価法

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

  その他有価証券

同左

   

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方

法

  販売用不動産

     …個別法による原価法

  貯蔵品

   燃料・油脂…総平均法による原

価法

   部品・資材・原材料

…先入先出法による原価法

  仕掛品…先入先出法による原価法

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方

法
  評価基準は原価法（収益性の低

  下に基づく簿価切下げの方法）に
  よっております。 
  販売用不動産 
     …個別法による原価法 
  貯蔵品 
   燃料・油脂…総平均法による原 
         価法 
   部品・資材・原材料 
     …先入先出法による原価法 
  仕掛品 
     …先入先出法による原価法
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項目

前連結会計年度

(自 平成19年４月１日

至 平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自 平成20年４月１日

至 平成21年３月31日)

 

(3) 固定資産の減価償却の方法

 ① 有形固定資産
   車両…定額法 
   建物・その他有形固定資産 
     …定率法 
      ただし平成10年４月１日 
      以降取得した建物(建物 
      附帯設備を除く)につい 
      ては、定額法によってお 
      ります。 
       なお、主な耐用年数は 
      以下のとおりでありま 
      す。

車  両 ２年～ ７年

建物及び
構築物

７年～６５年

機械及び

什器備品
３年～２０年

 （会計方針の変更）
法人税法の改正に伴い、平成19年4
月1日以降に取得したものについて
は改正後の法人税法に基づく方法
に変更しております。これに伴
い、前連結会計年度と同一の方法
によった場合と比べ、営業利益及
び税金等調整前当期純利益が20百
万円それぞれ減少、経常損失は20
百万円増加しております。
なお、セグメント情報に与える影
響は当該箇所に記載しておりま
す。

（追加情報）

法人税法の改正に伴い、平成19年3
月31日以前に取得した有形固定資
産については、取得価格の５％ま
で償却が終了した翌年から5年間で
均等償却する方法によっておりま
す。当該変更に伴う損益に与える
影響は軽微であります。
なお、セグメント情報に与える影
響は、軽微であります。

(3)固定資産の減価償却の方法 

 ① 有形固定資産（リース資産を除

く） 

       同左 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

        ― 

  

 

  

 

  

 

  

 

        ―

 ② 無形固定資産

定額法によっております。

なお、自社利用のソフトウェア
は社内における利用可能期間(5
年)による定額法によっており
ます。

 ③      ―

② 無形固定資産

同左 

  

 

 

③ リース資産
  所有権移転外ファイナンス・リ

  ース取引に係るリース資産 
   リース期間を耐用年数とし、残 
  存価格をゼロとして算定する方法 
  によっております。 
   なお、平成20年３月31日以前に 
  開始した所有権移転外ファイナン 
  ス・リース取引については、引き 
  続き通常の賃貸借処理に係る方法 
  に準じた会計処理によっておりま 
  す。
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項目

前連結会計年度

(自 平成19年４月１日

至 平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自 平成20年４月１日

至 平成21年３月31日)

(4) 引当金の計上基準
 ① 貸倒引当金
  債権の貸倒れによる損失に備 
  えるため、一般債権について 
  は貸倒実績率により、貸倒懸 
  念債権及び破産更生債権等に 
  ついては、個別に回収可能性 
  を検討し、回収不能見込額を 
  計上しております。 
② 賞与引当金 
  従業員の賞与の支給に充てる 
  ため、支給見込額のうち当期 
  に対応する金額を計上してお 
  ります。 
③ 退職給付引当金

   従業員の退職給付に備えるた
め、当連結会計年度末における
退職給付債務の見込額に基づき
計上しております。

   会計基準変更時差異は、主とし
て15年による按分額(一部の連
結子会社におきましては一括費
用処理)を費用処理しておりま
す。

   数理計算上の差異は、その発生

時の従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数による定額法

により按分した額をそれぞれ発

生の翌連結会計年度から処理す

ることにしております。

(4) 引当金の計上基準
① 貸倒引当金 
      同左 
  
 
  
 
  
 
② 賞与引当金 
      同左 
  
 
  
③ 退職給付引当金

同左

 ④ 事業損失引当金

   事業損失引当金は当社グループ

に関連する事業損失に備えて、

当社が負担することと見込まれ

る金額を計上しております。

 ④      ―

 （追加情報）

 当期において、当社グループ

における損失発生の可能性が低

くなったことが判明した為取崩

を行っております。

 ⑤ 役員退職慰労引当金

 役員の退職慰労金の支出に備

えるため、役員退職慰労金規程

に基づく連結会計年度末要支給

額を計上しております。

 ⑤ 役員退職慰労引当金 

同左

(5) リース取引の処理方法

  リース物件の所有権が借主に移転

すると認められるもの以外のファ

イナンス・リース取引については

通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっております。

(5)       ―
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項目

前連結会計年度

(自 平成19年４月１日

至 平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自 平成20年４月１日

至 平成21年３月31日)

(6) 重要なヘッジ会計の処理

 ① ヘッジ会計の方法

   支払金利に係るスワップ取引

(以下、金利スワップ取引)の特

例処理を資金調達取引に適用し

ております。

(6) 重要なヘッジ会計の処理

① ヘッジ会計の方法

同左

 ② ヘッジ手段

   金利スワップ取引

② ヘッジ手段

同左

 ③ ヘッジ対象

   金利の変動によるリスクにさら

されている資金調達取引

③ ヘッジ対象

同左

 ④ ヘッジ方針

   資金調達取引における金利の変

動によるリスクに対して金利ス

ワップ取引により特例処理の範

囲内においてヘッジを行ってお

ります。

④ ヘッジ方針

同左

 ⑤ 有効性の評価方法

   金利スワップは特例処理の用件

を満しているので有効性の評価

を省略しております。

 ⑤ 有効性の評価方法

同左

(7) その他連結財務諸表作成のための

基本となる重要な事項

① 消費税等の会計処理

  消費税等の会計処理は税抜方式に

よっております。

(7) その他連結財務諸表作成のための

基本となる重要な事項

① 消費税等の会計処理

  消費税等の会計処理は税抜方式に

よっております。非課税売上の割

合が5％超であるため、控除対象

外金額が生じますが、当該金額は

販売費及び一般管理費として処理

しております。

５ 連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項

連結子会社の資産及び負債の評価につ

いては、全面時価評価法を採用してお

ります。

同左

６ のれん及び負ののれんの

償却に関する事項

のれん及び負ののれんの償却について

は、５年間の均等償却を行っておりま

す。

同左

７ 連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲

連結キャッシュ・フロー計算書におけ

る資金(現金及び現金同等物)は、手許

現金、随時引き出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ、価値の変

動について僅少なリスクしか負わない

取得日から３ヶ月以内に償還期限の到

来する短期投資からなっております。

同左
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(7)【連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

前連結会計年度

(自 平成19年４月１日

至 平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自 平成20年４月１日

至 平成21年３月31日)

（役員退職慰労引当金） 

 役員退職慰労金は、従来、支出時の費用として処理

していましたが、「租税特別措置法上の準備金及び特

別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金

等に関する監査上の取扱」（日本公認会計士協会2007

年4月13日 監査・保証実務委員会報告42号）の公表に

伴い、当連結会計期間から内規に基づく期末要支給額

を役員退職慰労引当金として計上する方法に変更して

おります。 

 この変更に伴い、前連結会計年度と同一の方法によ

った場合と比べ、営業利益は9百万円減少し、税金等調

整前当期純利益は131百万円減少し、経常損失は9百万

円増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、軽微であり

ます。 

 

―
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
―

 ― 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

（たな卸資産の評価基準及び評価方法） 

 たな卸資産につきましては、従来、主として個別法に

よる原価法によっておりましたが、当連結会計年度より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主

として個別法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定し

ております。  

 この結果、従来の方法によった場合と比べて、営業損

失、経常損失が2百万円増加し、税金等調整前当期純利

益が15百万円減少しております。  

 なお、セグメント情報に与える影響は軽微でありま

す。 

 

（リース取引の処理方法）  

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

いましたが、当連結会計年度より「リース取引に関する

会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日

（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正）

及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認

会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））を適用し、通常の売買取引に係る方法に準じた会

計処理によっています。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。 

 なお、平成20年３月31日以前に開始した所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の

賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理によっておりま

す。 

 また、セグメント情報に与える影響は軽微でありま

す。  
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【表示方法の変更】

前連結会計年度

(自 平成19年４月１日

至 平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自 平成20年４月１日

至 平成21年３月31日)

（連結貸借対照表）

 ソフトウェアは重要性が増した為、当連結会計年度

より区分掲記することにいたしました。なお、前連結

会計年度において固定資産 無形固定資産の「その他」

に４百万円含めて表示しております。 

 

―
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
―

― 

  

 

  

 

 

（連結貸借対照表）  

 「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則

等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内

閣府令第50号）が適用となることに伴い、前連結会計年

度において、「たな卸資産」として掲記されていたもの

は、当連結会計年度から「販売用不動産」「商品及び製

品」「仕掛品」「原材料及び貯蔵品」に区分掲記してお

ります。 

 なお、前連結会計年度の「たな卸資産」に含まれる

「販売用不動産」「商品及び製品」「仕掛品」「原材料

及び貯蔵品」は、それぞれ62百万円、44百万円、1百万

円、108百万円であります。 

 

（連結損益計算書） 

 受取車検費用は重要性が増したため、当連結会計年度

より区分掲記する事にいたしました。なお、前連結会計

年度において営業外収益「雑益」に10百万円含めて表示

しております。
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該当事項はありません。 

【追加情報】
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(8)【連結財務諸表に関する注記事項】

(連結貸借対照表関係)

前連結会計年度 

(平成20年３月31日)

当連結会計年度 

(平成21年３月31日)

※１ 担保資産及び担保債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

定期預金 10百万円

投資有価証券 35百万円

建物及び構築物 2,902百万円

土地 6,890百万円

計 9,838百万円

※１ 担保資産及び担保債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

定期預金 10百万円

投資有価証券 18百万円

建物及び構築物 2,938百万円

土地 6,389百万円

計 9,356百万円

担保付債務は次のとおりであります。

短期借入金 190百万円

一年以内返済の長期借入金 3,744百万円

長期借入金 6,200百万円

計 10,135百万円

担保付債務は次のとおりであります。

短期借入金 2,750百万円

一年以内返済の長期借入金 3,100百万円

長期借入金 5,430百万円

計 11,281百万円

 

※２ 関連会社に係る項目

投資有価証券(株式) 68百万円
 

※２ 関連会社に係る項目

投資有価証券(株式) 53百万円

大和自動車交通㈱（9082）　平成21年３月期決算短信（訂正後）

26



  

 
  

(連結損益計算書関係)

前連結会計年度

(自 平成19年４月１日

至 平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自 平成20年４月１日

至 平成21年３月31日)

※１ 売上原価の主要費目及び金額

人件費 15,963百万円

(うち、賞与引当金繰入額 114百万円)

(うち、退職給付費用 140百万円)

燃料油脂費 555百万円

修繕費 405百万円

資材費 67百万円

減価償却費 437百万円

※１ 売上原価の主要費目及び金額

人件費 14,785百万円

(うち、賞与引当金繰入額 111百万円)

(うち、退職給付費用 142百万円)

燃料油脂費 1,313百万円

修繕費 522百万円

資材費 85百万円

減価償却費 529百万円

※２ 販売費及び一般管理費の主要費目及び金額

人件費 858百万円

(うち、賞与引当金繰入額 54百万円)

(うち、退職給付費用 78百万円)

(うち、役員退職慰労引当

金繰入額
8百万円)

減価償却費 53百万円

租税公課 49百万円

貸倒引当金繰入額 15百万円

※２ 販売費及び一般管理費の主要費目及び金額

人件費 917百万円

(うち、賞与引当金繰入額 29百万円)

(うち、退職給付費用 23百万円)

(うち、役員退職慰労引当

金繰入額
8百万円)

減価償却費 61百万円

租税公課 74百万円

貸倒引当金繰入額 11百万円

※３ 固定資産除却損の内容は次の通りであります

車両 2百万円

建物及び構築物 17百万円

機械及び什器備品 10百万円

ソフトウェア 0百万円

計 31百万円

※３ 固定資産除却損の内容は次の通りであります

車両 2百万円

建物及び構築物 1百万円

機械及び什器備品 2百万円

計 5百万円
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前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
  

２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

 単元未満株式の買取りによる増加 2,673株 

  

  
３ 新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 
  
４ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

 
  

(連結株主資本等変動計算書関係)

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 10,500,000 ― ― 10,500,000

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 21,908 2,673 ― 24,581

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年６月28日 
定時株主総会

普通株式 31 3 平成19年３月31日 平成19年６月29日

平成19年11月15日 
取締役会

普通株式 31 3 平成19年９月30日 平成19年12月10日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 31 3 平成20年３月31日 平成20年６月29日
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当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項 

   
  

２ 自己株式に関する事項 

   
（変動事由の概要） 

 自己株式の取得による増加       501,000株 

 単元未満株式の買取りによる増加     1,972株 

 単元未満株式の売却による減少       500株 

  

  
３ 新株予約権等に関する事項 

該当事項はありません。 
  
４ 配当に関する事項 

(1) 配当金支払額 

 
  

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

 
  

５ 株主資本の著しい変動に関する事項 
  当社は、平成20年６月24日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替え 
 て適用される同法第156条の規定に基づき自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法につい 
 て決議し、その決議に基づき、自己株式の取得を行いました。 
  (1)取得の理由 
   資本効率の向上および経営環境の変化に対応した機動的な資本戦略を遂行するため。 
  (2)取締役会決議の内容 
   (イ)取得の方法 
     東京証券取引所における自己株立会外買付取引 
   (ロ)取得する株式の種類と総数 
     普通株式 510,000株 
   (ハ)取得価額の総額 
     254百万円 
   (ニ)取得する期間 
     平成20年６月25日 
  (3)取得の内容  
   (イ)取得日  
     平成20年６月25日  
   (ロ)取得した株式の種類と総数  
     普通株式 501,000株  
   (ハ)取得価額の総額  
     249百万円 

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 10,500,000 ― ― 10,500,000

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 24,581 502,972 500 527,053

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成20年６月27日 
定時株主総会

普通株式 31 3 平成20年３月31日 平成20年６月30日

平成20年11月10日 
取締役会

普通株式 29 3 平成20年９月30日 平成20年12月10日

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日 
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 14 1.5 平成21年３月31日 平成21年６月29日
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前連結会計年度

(自 平成19年４月１日

至 平成20年３月31日)

当連結会計年度

(自 平成20年４月１日

至 平成21年３月31日)

 

(1) 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係

(平成20年３月31日)

現金及び預金勘定 1,433百万円

預入期間が
３ヶ月を超える定期預金

△220

取得日から３ヶ月以内に償還期限の
到来する短期投資(有価証券)

0

現金及び現金同等物 1,213
 

(1) 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲記されている科目の金額との関係

(平成21年３月31日)

現金及び預金勘定 1,481百万円

預入期間が
３ヶ月を超える定期預金

△176

取得日から３ヶ月以内に償還期限の
到来する短期投資(有価証券)

0

現金及び現金同等物 1,305
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前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法 

  売上集計区分によっております。 

２ 各事業区分の主要な事業内容 

  旅客自動車運送事業 …… ハイヤー、タクシー 

  不動産事業 ……………… 売買、賃貸、仲介 

  販売事業 ………………… 燃料・資材・金属製品 

  その他事業 ……………… 自動車整備、自動車運転教習 

３ 資産のうち消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は1,788百万円であり、その主なものは、親会社で

の余資運転資金(現金及び有価証券)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る資産等であります。

４ 会計方針の変更 

当社及び当社グループは、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より平成19年４月１日以降に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。この変更に伴い、従

来の方法によった場合と比較して、減価償却費は旅客運送事業で13百万円、不動産事業で1百万円、販売事

業で4百万円、その他事業で1百万円増加し、営業利益又は営業損失(△)はそれぞれ同額増減しております。

  

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

旅客自動車 
運送事業 
(百万円)

不動産事業
(百万円)

販売事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

20,879 964 4,862 338 27,044 ― 27,044

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

92 154 1,615 123 1,986 (1,986) ―

計 20,972 1,118 6,477 462 29,030 (1,986) 27,044

営業費用 20,798 1,039 6,389 574 28,802 (1,991) 26,811

営業利益 

又は営業損失(△)
174 78 88 △112 228 4 233

Ⅱ 資産、減価償却費及び
資本的支出

資産 8,403 6,110 4,701 231 19,447 95 19,542

減価償却費 161 193 109 27 491 ― 491

資本的支出 794 935 182 51 1,963 ― 1,963
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当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

  

 
(注) １ 事業区分の方法 

  売上集計区分によっております。 

２ 各事業区分の主要な事業内容 

  旅客自動車運送事業 …… ハイヤー、タクシー 

  不動産事業 ……………… 売買、賃貸、仲介 

  販売事業 ………………… 燃料・資材・金属製品 

  その他事業 ……………… 自動車整備、自動車運転教習、福祉 

３ 資産のうち消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は1,031百万円であり、その主なものは、親会社で

の余資運転資金(現金及び有価証券)、長期投資資金(投資有価証券)及び管理部門に係る資産等であります。

４ 営業費用の配分方法の変更 

 従来、営業費用のうち連結財務諸表提出会社の共通費用は、売上総利益に基づき旅客自動車運送事業及び

不動産事業に配分しておりましたが、当連結会計年度より一部の費目については面積比率、従業員数割合に

基づき配分する方法に変更いたしました。  

 この変更は、所有不動産の利用形態の見直しを契機に、セグメント損益管理をより厳密に実施するため

に、各セグメントの営業費用負担関係を明確化し、各セグメントの営業損益をより適正に表示させることを

目的として行ったものであります。  

 その結果、従来の方法と同一の方法によった場合に比べ、当連結会計年度の旅客自動車運送事業の営業損

失は65百万円増加し、不動産事業の営業利益は同額増加しております。 

５ 会計方針の変更（たな卸資産の評価基準及び評価方法） 

 たな卸資産につきましては、従来、主として個別法による原価法によっておりましたが、当連結会計年度

より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに

伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

により算定しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は軽微であります。 

旅客自動車 
運送事業 
(百万円)

不動産事業
(百万円)

販売事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

Ⅰ 売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

19,312 1,112 4,575 383 25,384 ― 25,384

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

99 94 1,723 142 2,060 (2,060) ―

計 19,412 1,207 6,298 526 27,444 (2,060) 25,384

営業費用 19,885 1,058 6,196 580 27,721 (2,038) 25,682

営業利益 

又は営業損失(△)
△473 148 102 △54 △276 △22 △298

Ⅱ 資産、減価償却費及び
資本的支出

資産 7,475 6,851 4,274 224 18,827 △672 18,154

減価償却費 220 216 129 24 590 ― 590

資本的支出 267 726 127 8 1,131 ― 1,131
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前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日) 

 在外連結子会社及び在外支店がないため記載しておりません。 

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

 在外連結子会社及び在外支店がないため記載しておりません。 

  

【所在地別セグメント情報】
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前連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日) 

  該当する売上高がないため記載を省略しております。 

当連結会計年度(自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日) 

  該当する売上高がないため記載を省略しております。 

  

【海外売上高】
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(１株当り情報)

前連結会計年度
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

１株当たり純資産額 209円90銭 １株当たり純資産額 141円80銭

１株当たり当期純損失 10円96銭 １株当たり当期純損失 39円28銭

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益について

は、1株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後1株当たり当期純利益について

は、1株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

１.１株当たり当期純損失の算定上の基礎

   連結損益計算書上の当期純損失 114百万円

   普通株式に係る当期純損失 114百万円

  普通株主に帰属しない金額の主要な内訳

   該当事項はありません。

  普通株式の期中平均株式数 10,476,802株

２.１株当たり純資産額の算定上の基礎

純資産の部の合計額 2,264百万円

純資産の部の合計額から

控除する金額(百万円)
65百万円

(うち、少数株主持分) (65百万円)

普通株式に係る期末の

純資産額(百万円)
2,198百万円

普通株式の発行済株式数 10,500,000株

普通株式の自己株式数 24,581株

１株当たり純資産額の

算定に用いられた期末

の普通株式の数(千株)

10,475,419株

 

１.１株当たり当期純損失の算定上の基礎

   連結損益計算書上の当期純損失 395百万円

   普通株式に係る当期純損失 395百万円

  普通株主に帰属しない金額の主要な内訳

   該当事項はありません。

  普通株式の期中平均株式数 10,056,775株

２.１株当たり純資産額の算定上の基礎

純資産の部の合計額 1,477百万円

純資産の部の合計額から

控除する金額(百万円)
63百万円

(うち、少数株主持分) (63百万円)

普通株式に係る期末の

純資産額(百万円)
1,414百万円

普通株式の発行済株式数 10,500,000株

普通株式の自己株式数 527,053株

１株当たり純資産額の

算定に用いられた期末

の普通株式の数(千株)

9,972,947株
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リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、スト

ック・オプション等、企業結合等、資産除去債務に関する注記事項については、決算短信における

開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しています。 

（開示の省略）
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5.【個別財務諸表】

(1)【貸借対照表】 

(単位：百万円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 520 551 

受取手形 56 60 

売掛金 1,470 1,375 

未収入金 509 498 

有価証券 20 － 

販売用不動産 49 36 

貯蔵品 33 28 

前払費用 249 203 

繰延税金資産 80 － 

関係会社短期貸付金 971 644 

その他 189 147 

貸倒引当金 △1 △3 

流動資産合計 4,147 3,542 

固定資産 

有形固定資産 

車両運搬具 118 126 

減価償却累計額 36 54 

車両運搬具（純額） 82 71 

建物 8,839 8,447 

減価償却累計額 4,735 4,395 

建物（純額） 4,104 4,052 

構築物 1,026 1,024 

減価償却累計額 546 579 

構築物（純額） 480 444 

機械器具 971 971 

減価償却累計額 668 720 

機械器具（純額） 303 251 

什器備品 254 259 

減価償却累計額 163 180 

什器備品（純額） 91 79 

土地 5,503 5,643 

リース資産 － 153 

減価償却累計額 － 18 

リース資産（純額） － 135 

建設仮勘定 263 － 

有形固定資産合計 10,828 10,678 

無形固定資産 

電話加入権 12 12 

施設利用権 24 21 

ソフトウエア 37 32 

その他 1 1 

無形固定資産合計 76 69 
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(単位：百万円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

投資その他の資産 

投資有価証券 351 143 

関係会社株式 956 798 

長期貸付金 162 235 

差入保証金 61 97 

破産更生債権等 － 3 

繰延税金資産 195 － 

ゴルフ会員権 140 138 

その他 74 83 

貸倒引当金 △98 △234 

投資その他の資産合計 1,843 1,265 

固定資産合計 12,749 12,013 

資産合計 16,897 15,555 

負債の部 

流動負債 

買掛金 241 166 

短期借入金 2,000 2,510 

1年内返済予定の長期借入金 3,419 2,754 

リース債務 － 31 

未払金 101 48 

未払費用 497 554 

未払法人税等 57 61 

未払消費税等 79 79 

前受金 32 91 

短期預り金 97 75 

前受収益 76 73 

賞与引当金 108 83 

その他 － 37 

流動負債合計 6,711 6,568 

固定負債 

長期借入金 5,542 4,715 

リース債務 － 112 

繰延税金負債 － 135 

退職給付引当金 434 419 

役員退職慰労引当金 89 95 

長期預り金 852 816 

固定負債合計 6,919 6,295 

負債合計 13,630 12,864 
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(単位：百万円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 525 525 

資本剰余金 2 2 

利益剰余金 

利益準備金 131 131 

退職積立金 197 197 

別途積立金 1,146 1,146 

繰越利益剰余金 1,262 958 

利益剰余金合計 2,737 2,433 

自己株式 △13 △263 

株主資本合計 3,251 2,697 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 14 △6 

評価・換算差額等合計 14 △6 

純資産合計 3,266 2,690 

負債純資産合計 16,897 15,555 
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(2)【損益計算書】 

(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

売上高 15,816 14,993 

売上原価 14,796 14,254 

売上総利益 1,020 738 

販売費及び一般管理費 685 872 

営業利益又は営業損失（△） 334 △134 

営業外収益 

受取利息 39 35 

受取配当金 24 36 

受取車検費用 － 19 

雑益 37 15 

営業外収益合計 100 107 

営業外費用 

支払利息 298 292 

退職給付費用 124 124 

雑損 11 43 

営業外費用合計 434 460 

経常利益又は経常損失（△） 0 △487 

特別利益 

固定資産売却益 185 1,208 

事業損失引当金取崩益 226 － 

その他 7 3 

特別利益合計 420 1,211 

特別損失 

投資有価証券売却損 17 10 

有価証券評価損 － 143 

子会社株式評価損 － 137 

固定資産除却損 17 3 

事故賠償費 14 － 

リース解約損 4 24 

貸倒引当金繰入額 － 129 

役員退職慰労引当金繰入額 87 － 

その他 10 10 

特別損失合計 151 460 

税引前当期純利益 269 264 

法人税、住民税及び事業税 57 85 

法人税等調整額 97 421 

法人税等合計 154 506 

当期純利益又は当期純損失（△） 115 △242 
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(3)【株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本 

資本金 

前期末残高 525 525 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 525 525 

資本剰余金 

資本準備金 

前期末残高 2 2 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 2 2 

利益剰余金 

利益準備金 

前期末残高 131 131 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 131 131 

その他利益剰余金 

退職積立金 

前期末残高 197 197 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 197 197 

別途積立金 

前期末残高 1,146 1,146 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 1,146 1,146 

繰越利益剰余金 

前期末残高 1,210 1,262 

当期変動額 

剰余金の配当 △62 △61 

当期純利益又は当期純損失（△） 115 △242 

自己株式の処分 － △0 

当期変動額合計 52 △303 

当期末残高 1,262 958 

利益剰余金合計 

前期末残高 2,684 2,737 

当期変動額 

剰余金の配当 △62 △61 

当期純利益又は当期純損失（△） 115 △242 

自己株式の処分 － 0 

当期変動額合計 52 △303 

当期末残高 2,737 2,433 
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(単位：百万円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

自己株式 

前期末残高 △11 △13 

当期変動額 

自己株式の取得 △1 △250 

当期変動額合計 △1 △250 

当期末残高 △13 △263 

株主資本合計 

前期末残高 3,201 3,251 

当期変動額 

剰余金の配当 △62 △61 

当期純利益又は当期純損失（△） 115 △242 

自己株式の取得 △1 △250 

自己株式の処分 － 0 

当期変動額合計 50 △554 

当期末残高 3,251 2,697 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 234 14 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△219 △21 

当期変動額合計 △219 △21 

当期末残高 14 △6 

純資産合計 

前期末残高 3,434 3,266 

当期変動額 

剰余金の配当 △62 △61 

当期純利益又は当期純損失（△） 115 △242 

自己株式の取得 △1 △250 

自己株式の処分 － 0 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △219 △21 

当期変動額合計 △168 △575 

当期末残高 3,266 2,690 
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当社は、当事業年度におきまして、世界的な金融危機の影響による景気悪化から得意先企業の経費削

減の影響など、厳しい経営環境のもと、営業損失134百万円、経常損失487百万円、当期純損失242百万

円を計上しました。  

 当該状況により継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。  

 当社は、当該状況を解消すべく、以下の主旨による「中期経営計画」を策定し、平成21年度より実施

していく計画です。この計画実施により事業の収益力および財務体質を抜本的に改善してまいる所存で

す。  

 しかし、「中期経営計画」における、資産の整理によるキャッシュ・フローの確保については、今日

の経済情勢に鑑み、現時点においては、継続企業の前提に関する不確実性が認められます。  

 当個別財務諸表は、継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を当個別財

務諸表には反映しておりません。 

「中期経営計画」  

１．計画期間 3年間（平成21年4月～平成24年3月）  

２．計画書概要  

 （１）計画の骨子  

   ・事業の選択と集中、主に中核事業であるハイヤー・タクシー事業における収益力強化と合 

    理化によるコスト削減  

   ・資産の整理および有効活用による有利子負債の圧縮、財務体質の改善・強化  

   ・上記改善施策の実行により債務償還年数の短縮、金融機関との安定的な取引関係の構築  

(4)【継続企業の前提に関する注記】
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①平成21年５月１日付 

  （イ）昇格取締役 

     取締役 会長  吉 田  満 （取締役 副会長） 

   （注）取締役 会長 新倉 尚文氏は平成21年３月31日逝去により、退任しております。 

  （ロ）新任執行役員 

     執行役員 ハイヤー部長 石 塚 重 勝 （ハイヤー部次長） 

     執行役員 タクシー部長 三 浦 貞 夫 （タクシー部次長） 

     執行役員 経理部長   加 藤 雄二郎 （経理部次長） 

   （ ）内は前職位であります。 

  

 ②平成21年６月26日付 

  （イ）新任監査役候補 

     監査役  朝 倉 正 巳 （現 太陽信用保証株式会社 代表取締役社長） 

   （注）新任監査役候補者 朝倉 正巳氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であり 

     ます。 

  （ロ）退任予定取締役 

     取締役  渡 邉 昭 夫 

  （ハ）退任予定監査役 

     監査役  高 平 義 一 

該当事項はありません。 

  

6. その他

(1) 役員の異動

(2) その他
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